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は
じ
め
に

　
二
棚
二
一
年
一
月
二
二
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
世
界

的
な
運
動
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
成
立
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（

Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ）

」
は
二
棚
一
七
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
オ
ス
ロ
で
の
授
賞
式
で
壇
上
に
立
っ
た
広
島
の
被
爆

者
で
カ
ナ
ダ
在
住
の
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
、
原
爆
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
々
に
思
い
を
致
し
て
ほ
し
い
と
し

て
「
一
人
ひ
と
り
に
は
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
か
に
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

　「
彼
ら
は
燃
え
て
灰
と
化
し
、
蒸
発
し
、
黒
こ
げ
の
炭
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
私
自
身
の
家
族
や
、

三
五
一
人
の
同
級
生
も
い
ま
し
た
」

　
そ
し
て
講
演
の
締
め
く
く
り
に
彼
女
は
、
一
三
歳
で
被
爆
し
た
直
後
に
が
れ
き
の
下
で
聞
い
た
言
葉
を
く
り
返

し
た
。「
諦
め
る
な
。
踏
ん
張
れ
。
光
が
見
え
る
だ
ろ
う
？
　
そ
こ
に
向
か
っ
て
は
っ
て
行
け
」。

　
私
は
会
場
で
彼
女
の
講
演
を
目
の
前
で
聴
き
な
が
ら
、
何
度
と
な
く
圧
倒
的
な
拍
手
が
湧
き
上
が
り
響
く
の
を

背
中
で
感
じ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
迫
力
を
私
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
式
典
の
翌
月
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局
長
が
来
日
し
長
崎
、
広
島
、
東
京
を
ま
わ
っ
た
が
、

そ
の
旅
の
中
で
彼
女
は
く
り
返
し
被
爆
者
の
方
々
に
こ
う
語
り
か
け
た
。

　「
被
爆
者
の
皆
さ
ん
。
皆
さ
ん
こ
そ
、
核
兵
器
問
題
の
本
当
の
専
門
家
で
す
」

　
私
た
ち
は
「
専
門
家
」
と
い
う
と
、
つ
い
背
広
を
着
た
中
高
年
男
性
が
国
際
関
係
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
姿
を
思
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い
浮
か
べ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
被
爆
者
や
平
和
運
動
家
が
「
感
情
的
」
に
核
廃
絶
を
訴
え
る
の
に

対
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
「
冷
静
」
に
核
兵
器
が
そ
う
簡
単
に
な
く
せ
な
い
こ
と
を
説
い
て
み
せ
た
り
す
る
。
だ

が
、
核
兵
器
が
使
わ
れ
た
と
き
に
い
っ
た
い
何
が
起
き
る
の
か
、
そ
の
現
実
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
え
ば
、
核
兵

器
に
依
拠
し
た
平
和
な
る
も
の
が
い
か
に
空
論
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

　
私
は
約
三
棚
年
に
わ
た
り
非
政
府
組
織（

Ｎ
Ｇ
Ｏ）

の
立
場
で
平
和
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
国
際
会
議
に

参
加
し
、
諸
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
交
流
し
、
各
国
の
外
交
官
ら
と
対
話
し
た
り
し
て
き
た
。
こ
の
本
は
、
そ
う
し
た

経
験
の
中
で
見
え
て
き
た
国
際
関
係
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
、
核
兵
器
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
や
、
そ

れ
が
世
界
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　「
核
兵
器
禁
止
条
約
な
ん
て
無
理
だ
」
と
、
自
称
リ
ア
リ
ス
ト
た
ち
に
何
度
と
な
く
聞
か
さ
れ
て
き
た
が
、
実

際
に
人
々
が
手
を
携
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
達
成
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
禁
止
か
ら
廃
絶
に
向
か
う

ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。
核
兵
器
廃
絶
は
、
現
実
的
で
、
合
理
的
で
、
か
つ
達
成
可
能
な
目
標
で
あ
る
。

　
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
船
旅
を
通
じ
て
、
私
は
多
く
の
被
爆
者
の
方
々
と
世
界
で
証
言
活
動
を
続
け
て
き
た
。
多
く

の
方
が
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
悔
い
を
口
に
し
て
い
る
。「
生
か
さ

れ
た
自
分
が
、
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
も
語
ら
な
け
れ
ば
」
と
。

　「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
を
」
と
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
は
願
い
行
動
し
て
き
た
が
、
多
く
の
方
々

は
そ
れ
を
見
る
前
に
旅
立
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
努
力
の
末
に
誕
生
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
将
来
に
わ
た

り
国
々
を
縛
り
続
け
る
。
こ
の
条
約
を
生
か
し
世
界
を
動
か
し
て
い
く
の
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
自
身
で
あ

る
。

3 はじめに
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第
一
章
　
な
ぜ
核
兵
器
が
問
題
な
の
か

核
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
て
い
な
い
か

　「
核
兵
器
を
世
界
か
ら
な
く
す
こ
と
は
で
き
る
か
」
と
問
う
と
、
多
く
の
人
は
「
で
き
な
い
」「
難
し
い
」
と
答

え
る
。
で
は
「
核
兵
器
が
今
後
世
界
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
問
う
と
、
答
え
は
半
々
に
分
か
れ
る
。

　
「
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」「
で
も
、
あ
る
か
も
」
…
…
。

　
多
く
の
人
は
、
核
兵
器
が
そ
う
簡
単
に
使
わ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
実
際
、
広
島
と
長
崎
以
降
、
七
六
年

以
上
に
わ
た
り
核
兵
器
が
戦
争
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
今
後
も
な
ん
と
な
く
使
わ
れ
な
い
で
済
む
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
。

　
し
か
し
本
当
に
使
わ
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
そ
ん
な
も
の
が
一
万
発
以
上
も
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
核
兵
器
の
問
題
は
よ
く
、
ア
メ
リ
カ
対
北
朝
鮮
と
い
っ
た
国
家
間
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
核
兵
器
は
、
ゲ
ー
ム
の
道
具
で
は
な
い
。
そ
れ
が
使
わ
れ
た
と
き
に
何
が
起
き
る
か
と
い
う
恐
ろ
し

さ
の
感
覚
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
広
島
と
長
崎
に
つ
い
て
学
校
で
教
わ
る
し
、
原
爆
資
料
館
を
訪
ね
た
り
、
被
爆
者
の
お
話
を
聞
く

こ
と
も
可
能
だ
。
と
は
い
え
被
爆
者
の
平
柊
年
齢
は
す
で
に
八
三
歳
を
超
え
て
お
り
、
直
接
の
お
話
を
聞
け
る
時
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間
は
も
う
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
核
兵
器
に
関
す
る
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
広
島
・
長
崎
で
何
が
起
き
た
か
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

原
爆
の
被
害

　
一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
で
当
時
の
広
島
市
の
人
口
約
三
五
万
の
う
ち
一
四
万

人
が
、
八
月
九
日
に
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
で
長
崎
市
の
人
口
約
二
七
万
の
う
ち
七
万
四
棚
棚
棚
人
が
、
同
年

末
ま
で
に
死
亡
し
た
。
広
島
の
原
爆
は
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
、
長
崎
の
原
爆
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
原
爆
は
、
核
爆
発
に
と
も
な
う
熱
線
、
爆
風
、
放
射
線
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
爆
心
地
近
く

の
人
々
は
黒
こ
げ
に
な
り
、
重
度
の
火
傷
を
負
っ
た
。
高
熱
火
災
と
爆
風
は
家
屋
を
倒
壊
、
焼
失
さ
せ
た
。

　
放
射
線
は
、
人
々
の
細
胞
を
破
壊
し
、
血
液
を
変
質
さ
せ
、
内
臓
に
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
爆
発
直
後
の
初

期
放
射
線
を
大
量
に
浴
び
た
人
の
多
く
は
数
日
内
に
死
亡
し
た
。
後
に
捜
索
や
救
護
の
た
め
に
入
市
し
た
人
は
、

残
留
放
射
線
の
影
響
を
受
け
た
。
放
射
線
の
急
性
障
害
と
し
て
は
発
熱
、
吐
き
気
、
下
痢
、
脱
毛
そ
し
て
ケ
ロ
イ

ド
症
状
が
現
れ
た
。
胎
内
被
爆
児
は
出
生
後
の
死
亡
率
が
高
く
、
ま
た
小
頭
症
な
ど
の
症
状
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

　
被
爆
の
五
、六
年
後
頃
か
ら
白
血
病
患
者
が
増
加
し
、
そ
の
後
は
が
ん
の
発
生
率
が
高
ま
っ
た
。
多
重
が
ん
発

症
の
例
も
高
い
。
こ
れ
ら
原
爆
の
後
障
害
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
研
究
と
解
明
が
続
い
て
い
る
。
被
爆
二
世
の
多

く
は
健
康
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　
被
爆
者
は
ま
た
、
家
族
を
奪
わ
れ
、
社
会
生
活
を
破
壊
さ
れ
、
結
婚
や
出
産
、
仕
事
を
め
ぐ
っ
て
差
別
さ
れ
た
。

鬱
病
や
ス
ト
レ
ス
障
害
な
ど
の
精
神
的
被
害
に
も
苦
し
ん
で
き
た
。

5 第一章　なぜ核兵器が問題なのか
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当
時
植
民
地
だ
っ
た
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
た
人
々
も
、
広
島
や
長
崎
で
多
く
が
被
爆
し
た
。
そ
の

数
は
七
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。
台
湾
や
中
国
大
陸
か
ら
の
人
々
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
も
被
爆
し
た
。

中
に
は
、
労
働
力
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
り
徴
兵
さ
れ
た
り
し
て
来
た
人
も
い
た
。
ア
メ
リ
カ
を
含
む
連
合
軍
捕
虜

も
被
爆
し
た
。
戦
後
生
き
残
っ
た
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
帰
り
、
ま
た
、
被
爆
し
た
日
本
人
が
戦
後
国
外
に
移

住
し
て
「
在
外
被
爆
者
」
と
な
っ
た
。

　
日
本
の
被
爆
者
は
被
団
協（

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会）

を
結
成
し
、
日
本
政
府
に
よ
る
国
家
補
償
を
求
め

つ
つ
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て
き
た
。
被
爆
者
が
国
連
な
ど
で
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
く
り
返
し
訴
え

て
き
た
結
果
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ（hibakusha）

」
と
い
う
言
葉
が
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
日
本
で
存
命
の
被
爆
者
は
約
一
三
万
人
で
あ
る
。
被
爆
当
時
の
鮮
明
な
記
憶
を
も
っ
て
語
れ
る
人
は
も
は

や
少
な
い
。
被
爆
体
験
の
継
承
は
、
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
に
広
が
る
核
の
脅
威

　
一
九
四
五
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
は
史
上
初
の
核
実
験
を
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で
行
な
っ
た
。
そ
の
三
週
間
後
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
四
九
年
に
ソ
連
が
初
の
核
実
験
を
行
な
っ
た
。
米
ソ

両
国
は
核
軍
拡
競
争
を
続
け
、
一
九
五
棚
年
代
か
ら
六
棚
年
代
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
が
こ
れ

に
加
わ
っ
た
。

　
東
西
冷
戦
下
の
核
軍
拡
競
争
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
は
一
九
八
棚
年
代
半
ば
で
あ
り
、
こ
の
と
き
世
界
の
核
兵

器
は
約
七
万
発
あ
っ
た（

図
表
1
参
照）

。
米
ソ
核
戦
争
は
現
実
的
な
脅
威
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
反
核
運
動
が
世
界

6
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に
広
が
っ
た
。
一
九
八
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と

ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
「
核
戦
争
に
勝
者
は
な
く
、
核

戦
争
は
決
し
て
戦
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
認
識
で
合
意
し
た
。

両
首
脳
は
核
兵
器
の
全
廃
に
つ
い
て
議
論
し
か
け
た
が
、
結
局
そ

の
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
中
距
離
核
戦
力（

Ｉ
Ｎ

Ｆ）

を
全
廃
す
る
条
約
を
一
九
八
七
年
に
結
び
、
そ
こ
か
ら
核
軍

縮
が
始
ま
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
冷
戦
が
終
結
し
、
九
棚
年
代
に

世
界
の
核
兵
器
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

　
し
か
し
一
九
九
棚
年
代
後
半
以
降
は
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の

核
実
験
を
皮
切
り
に
核
兵
器
の
拡
散
が
進
行
し
た
。
ま
た
、
二
棚

棚
一
年
に
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
起
き
る
と
、
ア
メ
リ
カ

は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
宣
言
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク

へ
の
軍
事
侵
攻
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
対
テ
ロ
戦

争
」
の
中
で
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性
さ
え
示
唆
し
た
。
か
つ

て
は
ソ
連
や
中
国
と
対
峙
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
核
兵
器
に
、

イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
な
ど
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
と
認
定
し

た
国
に
対
す
る
「
新
た
な
役
割
」
を
与
え
、
よ
り
「
使
い
や
す
い

核
」
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

その他
ロシア（ソ連）
アメリカ

出典：『原子力科学者会報』
このほかに米ロ両国は退役したが解体待ちの核兵器を数千発ずつ持っている．これを含める
と世界の核兵器は 2021 年現在約 1万 3000 発である．

図表 1　世界の核兵器数の推移

7



BL　核兵器禁止から廃絶へ
ab00470_h_01.ps : 0005 : 2021/11/16(13:52:18)

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

　
世
界
で
こ
れ
ま
で
に
二
棚
五
棚
回
以
上
の
核
実
験
が
、
大
気
圏
内
、
地
下
、
水
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
ネ
バ
ダ
州
や
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
な
ど
で
、
ソ
連（

ロ
シ
ア）

は
中
央
ア
ジ
ア
や
北
極
圏
で
、
イ
ギ

リ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ク
リ
ス
マ
ス
島
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
南
太
平
洋
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
、
中

国
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
で
核
実
験
を
行
な
っ
て
き
た
。
核
実
験
は
、
旧
植
民
地
や
少
数
民
族
の
土
地
で
行
な
わ
れ
て

き
た
の
だ
。
実
験
に
関
わ
る
人
員
や
風
下
・
下
流
域
の
住
民
は
、
放
射
線
に
よ
る
環
境
や
人
体
へ
の
影
響
を
受
け

た
。

　
核
開
発
の
出
発
点
は
ウ
ラ
ン
の
採
掘
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
し
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
っ
た
低
濃
縮
ウ

ラ
ン
は
原
子
力
発
電（

原
発）
の
核
燃
料
と
な
り
、
九
棚
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
は
核
兵
器
の
材
料
に

な
る
。
世
界
各
地
の
ウ
ラ
ン
採
掘
場
周
辺
で
健
康
や
環
境
へ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
先
住
民
族
が

被
害
を
受
け
て
い
る
。
核
兵
器
製
造
工
場
や
そ
の
周
辺
で
も
汚
染
の
被
害
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
核
開
発
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
被
害
者
が
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
の
原
発
事
故
の
被
害
者

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
日
本
は
「
唯
一
の
被
爆
国
」
で
は
な
い
。
日
本
は
戦
争
に
お
い
て
被
爆
し
た
た
だ
一
つ
の
国（

唯
一
の

戦
争
被
爆
国）

で
は
あ
る
が
、
核
の
被
害
者
は
世
界
中
に
い
る
。
核
兵
器
は
戦
争
で
使
用
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
開

発
段
階
で
多
く
の
被
害
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

　
と
り
わ
け
大
気
圏
内
の
核
実
験
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
世
界
規
模
で
も
た
ら
し
た
。
そ
の
こ
と
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が
、
一
九
五
棚
年
代
に
世
界
に
反
核
運
動
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
日
本
で
は
、
一
九
五
四
年
三
月
一
日
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆

実
験
で
マ
グ
ロ
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
が
被
爆
し
た
こ
と
が
、
原
水
爆

禁
止
運
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

も
し
今
日
核
兵
器
が
使
わ
れ
た
ら
？

　
今
日
、
世
界
の
核
兵
器
は
約
一
万
三
棚
棚
棚
発
で
あ
り
、
九
割
以
上

は
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
も
の
で
あ
る（

図
表
2
参
照）

。
そ
の
威
力
は
、

広
島
や
長
崎
の
原
爆
の
数
十
倍
か
ら
一
棚
棚
倍
以
上
に
も
な
る
。

　
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
五
カ
国
と
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
北
朝
鮮
の
四
カ
国
を
合
わ
せ
た
計
九
カ
国
で
あ
る
。
先
の
五
カ
国

は
、
一
九
七
棚
年
の
核
不
拡
散
条
約（

Ｎ
Ｐ
Ｔ）

に
よ
っ
て
「
核
兵
器

国
」
と
認
め
ら
れ
た
国
で
あ
る
。
残
り
の
四
カ
国
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
枠
外

の
、
事
実
上
の
核
保
有
国
で
あ
る
。
な
お
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
核
保
有

を
公
式
に
は
認
め
て
い
な
い
が
、
同
国
の
核
保
有
は
ほ
ぼ
公
然
の
事
実

と
い
っ
て
よ
い
。

　
世
界
に
あ
る
核
兵
器
の
う
ち
約
三
八
棚
棚
発
が
実
戦
用
に
配
備
さ
れ

（2021 年 1 月現在）

出典：ストックホルム国際平和研究所．　　　　は核不拡散条約（NPT）非締約国．
中国・インド・パキスタン・イスラエルの核兵器配備状況は不明．北朝鮮の核兵器能
力は不明であるため，世界の総計には含まれていない．推定概数のため，合算と総計
との間に誤差がある．

図表 2　世界の核弾頭数
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て
お
り
、
そ
の
約
半
数
が
短
時
間
で
発
射
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
グ
ル
ー
プ
ら

は
二
棚
一
九
年
、
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
核
兵
器
の
配
備
態
勢
や
作
戦
計
画
を
分
析
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
発
の

核
兵
器
が
使
わ
れ
る
と
、
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
核
戦
争
と
な
り
、
最
初
の
数
時
間
で
九
棚
棚
棚
万
人
以
上
が

死
傷
す
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議（

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ）

な
ど
科
学
者
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
間

で
核
戦
争
が
起
き
た
場
合
に
、
死
者
は
一
億
人
以
上
に
も
上
る
ほ
か
、
核
爆
発
に
よ
る
大
規
模
火
災
の
煤
煙
が
大

気
圏
を
覆
い
、
そ
れ
が
地
球
規
模
の
気
温
の
低
下（

核
の
冬）

と
降
水
量
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
警
告
し
て
い
る
。

そ
れ
が
世
界
的
な
食
料
の
不
作
と
「
核
の
飢
饉
」
を
起
こ
し
、
二
棚
億
人
も
が
飢
餓
に
瀕
す
る
と
い
う
の
だ
。

核
拡
散
と
地
域
問
題

　
米
ロ
や
米
中
と
い
っ
た
核
保
有
国
間
の
対
立
は
、
東
西
冷
戦
構
造
を
引
き
継
ぐ
形
で
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
地
域
紛
争
の
中
で
新
た
な
国
が
核
を
手
に
す
る
核
拡
散
も
進
行
し
て
い
る
。

　
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
一
九
四
七
年
以
来
、
国
境
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
の
領
有
権
を
め
ぐ
り
対

立
を
続
け
て
い
る
。
両
国
は
一
九
七
棚
年
代
か
ら
核
開
発
を
し
て
き
た
が
、
一
九
九
八
年
五
月
に
ま
ず
イ
ン
ド
が
、

続
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
が
核
実
験
を
行
な
い
、
核
保
有
宣
言
を
し
た
。
国
際
社
会
は
当
初
、
核
実
験
を
行
な
っ
た
両

国
に
経
済
制
裁
を
か
け
て
い
た
が
、
二
棚
棚
一
年
に
ア
メ
リ
カ
が
始
め
た
「
対
テ
ロ
戦
争
」
へ
の
協
力
と
引
き
換

え
に
、
制
裁
は
解
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン
ド
と
の
原
子
力
協
力
協
定
を
結
び
、
日
本
も

こ
れ
に
続
い
た
。
中
国
は
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
原
子
力
協
力
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
両
国
の
核
保
有
は
事
実

10



BL　核兵器禁止から廃絶へ
ab00470_te_okd.ps : 0001 : 2021/11/16(14:01:28)

川崎 哲
NGOピースボート共同代表．1968 年東京生まれ．東京大学卒業後，
ピースデポ事務局長などを経て 2003 年より現職．2009～10 年「核
不拡散・核軍縮に関する国際委員会」でNGOアドバイザーを務め
た．核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）では 2010 年から副代表
や共同代表を歴任し，2014 年から国際運営委員，2021 年からは会
長を兼任．第 33 回谷本清平和賞を受賞．恵泉女学園大学で非常勤
講師．著書に『核兵器はなくせる』（岩波ジュニア新書）など．

核兵器 禁止から廃絶へ 岩波ブックレット 1055

2021 年 12 月 3 日　第 1刷発行

著　者 川
かわ

崎
さき

哲
あきら

発行者 坂本政謙
発行所 株式会社 岩波書店

〒101‒8002 東京都千代田区一ツ橋 2‒5‒5
電話案内 03‒5210‒4000　営業部 03‒5210‒4111
https：//www▆iwanami▆co▆jp/booklet/

印刷・製本　法令印刷　　装丁　副田高行　　表紙イラスト　藤原ヒロコ

ⒸKAWASAKI Akira 2021
ISBN 978‒4‒00‒271055‒6　　　Printed in Japan



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20211118075249
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     Full
     1095
     363
    
     None
     Up
     2.8346
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     515.9055
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

        
     10
     11
     10
     11
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



